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ド
イ
ツ
同
性
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決

―
家
族
手
当
と
遺
族
年
金
に
つ
い
て
―

渡

邉

泰

彦

日
本
で
は
一
般
社
会
で
ほ
と
ん
ど
話
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
欧
米
で
は
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
保
護
の
立
法
化
が
二
〇
〇
〇
年
前
後

を
ピ
ー
ク
に
次
々
と
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
進
み
方
は
国
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
立
法
へ
の
動
き
が
全
く
な
い
東
欧
諸
国
か
ら
、
二
〇

一
〇
年
一
月
か
ら
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
導
入
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
１
）、
す
で
に
法
律
婚
を
認
め
る
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ

ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
二
〇
〇
八
年
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
二
〇
〇
九
年
）
ま
で
幅
広
い
。

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
た
め
の
制
度
を
導
入
す
る
場
合
に
、
民
法
に
お
け
る
婚
姻
と
対
比
さ
れ
る
規
定
を
定
め
る
こ
と
が
中
心
と
な
る
。
し
か

し
、
実
際
に
生
活
す
る
当
事
者
に
と
っ
て
は
、
当
事
者
間
の
権
利
義
務
関
係
の
み
で
足
り
る
の
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
婚
姻
と
並
ぶ
家
族

制
度
と
し
て
承
認
す
る
場
合
に
は
、
民
法
に
限
ら
ず
、
他
の
法
律
に
お
い
て
も
ど
こ
ま
で
婚
姻
と
同
様
の
扱
い
を
す
る
べ
き
か
が
問
題
と
な

る
。
例
え
ば
、
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
の
一
方
が
外
国
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
配
偶
者
と
同
じ
よ
う
に
滞
在
許
可
が
与
え
ら
れ

る
の
か
と
い
う
よ
う
に
、
公
法
の
分
野
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
社
会
保
障
に
お
い
て
配
偶
者
に
特
別
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
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ば
、
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
に
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
の
か
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
ド
イ
ツ
は
、
二
〇
〇
一
年
に
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
（L

ebenspartnerschaftsgesetz

）
に
よ
り
同
性
登
録
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
導
入
し
た
。
こ
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
婚
姻
と
す
べ
て
同
じ
効
果
を
当
事
者
に
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
と
り

わ
け
、
税
金
・
年
金
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
２
）。
そ
れ
で
も
、
い
く
つ
か
の
改
正
を
経
て
、
婚
姻
と
同
様
の
効

果
を
認
め
る
方
向
に
あ
る
。

本
稿
で
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
公
務
員
の
家
族
手
当
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
九
月
二
〇
日
決
定
と
、
遺
族
年

金
に
関
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
七
月
七
日
決
定
及
び
そ
の
原
審
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
二
月
一
四
日
判
決
を
紹

介
す
る
。

本
稿
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
は
、
同
性
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
ド
イ
ツ
で
の
展
開
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ド
イ

ツ
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
当
事
者
が
、
公
務
員
の
家
族
手
当
、
遺
族
年
金
に
お
い
て
夫
婦
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
か
否
か
と
い
う
視

点
が
中
心
と
な
る
。

も
う
一
つ
は
、
法
の
欠
缺
を
補
充
し
て
解
釈
す
る
際
に
憲
法
の
示
す
指
針
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
る
か
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
二
つ
の
決

定
と
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
決
を
対
比
す
る
。
例
え
ば
、
夫
婦
に
つ
い
て
は
遺
族
年
金
の
条
項
を
定
め
な
が
ら
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
欠
缺
が
あ
る
遺
族
年
金
の
約
款
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
、
そ
の
さ
い
に
ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
補
充
す
べ
き
か
な
ど
を

例
に
資
料
を
提
供
す
る
。
同
一
事
件
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
と
連
邦
通
常
裁
判
所
で
全
く
異
な
る
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
ま
で
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
法
律
お
よ
び
政
治
の
状
況
を
紹
介
し
た
う
え
で
（
以
下

一
）、
公
務
員
の
家
族
手
当
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
（
二
）、
遺
族
年
金
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
連
邦
裁
判
所
決
定

に
つ
い
て
、
同
事
件
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
と
と
も
に
紹
介
す
る
（
三
）。
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こ
こ
で
紹
介
す
る
二
つ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
で
は
方
向
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
そ
の
対
比
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

註（
１
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
草
案
に
つ
い
て
は
、
松
倉
耕
作
「
パ
ー
ト
ナ
ー
婚
に
関
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
草
案
に
つ
い

て
」
名
城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
九
号
二
九
五
頁
（
二
〇
〇
八
）
を
参
照
。

（
２
）
そ
の
他
、
州
ご
と
に
登
録
管
轄
を
定
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
連
邦
が
管
轄
す
る
身
分
登
録
所
で
登
録
で
き
ず
、
連
邦
全
体
で
の
登
録
数
す
ら
正

確
に
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

一

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
状
況

（
一
）
縁
組
規
定
に
対
す
る
規
範
統
制
申
立
て

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
七
月
一
七
日
判
決
（
３
）は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
が
合
憲
と
判
断
し
た
。
そ
の
後
、
生
活
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
施
行
の
二
〇
〇
四
年
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
改
訂
法
（G

esetz zur Ü
berarbeitung 

des L
ebenspartnerschaftsrechts

）
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
（
４
）。
バ
イ
エ
ル
ン
州
は
、
親
の
権
利
（E

ltenrecht

）
が
父
と
母
の
み
に
与
え
ら

れ
、
同
性
の
二
人
の
人
に
は
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
九
条
六
項
及
び
七
項
の
連
れ
子
養

子
縁
組
の
規
定
が
基
本
法
六
条
に
違
反
す
る
と
し
て
、
抽
象
的
規
範
統
制
訴
訟
を
提
起
し
た
。

バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
、「
ま
ず
第
一
に
、
同
性
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
の
た
め
の
緩
和
で
は
な
く
、
子
の
福
祉
が
中
心
と
な
る
場
合
に
は
、
特

別
の
考
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
の
福
祉
は
他
の
す
べ
て
の
考
慮
に
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
当
時
の
法
務
大
臣
メ
ル
ク
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（B
eate M

erk

）
が
述
べ
た
（
５
）。
ま
た
、
当
時
の
州
首
相
シ
ュ
ト
イ
バ
ー
（E

dm
und Stoiber

）
も
「
縁
組
で
の
決
定
的
な
基
準
は
、
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
が
子
を
望
む
こ
と
で
は
な
く
、
常
に
子
の
福
祉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
に
は
、
そ
の
明
確
な
意
思
な
く
し
て
、
基
本
法
の

模
範
と
父
と
母
の
役
割
と
一
致
し
な
い
親
の
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（
６
）」
と
主
張
し
た
。
連
れ
子
養
子
に
限
定
さ
れ
ず
、
夫
婦

と
同
様
に
縁
組
を
認
め
る
法
律
改
正
へ
進
む
こ
と
に
対
す
る
牽
制
が
、
こ
の
規
範
統
制
訴
訟
で
は
意
図
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
の
選
挙
に
お
い
て
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
保
守
系
与
党
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
が
過
半
数
を
失
い
、
自
由

民
主
党
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
と
連
立
す
る
に
至
る
と
、
二
〇
〇
九
年
八
月
一
〇
日
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
は
、
規
範
統
制
訴
訟
を
取
り
下
げ
た
。
そ
れ

で
も
、
メ
ル
ク
法
務
大
臣
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
縁
組
を
制
限
な
く
認
め
る
こ
と
は
、
婚
姻
と
家
族
の
制
度
を
守
る
た
め
に
個
人
的

に
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
（
７
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
の
連
邦
法
務
大
臣
チ
プ
リ
ー
ス
（B

rigitte Zypries

）
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
が
現
実
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
す
ば
ら
し
い
。
同
性
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
子
の
状
況
に
つ
い
て
の
我
々
の
研
究
（
８
）で
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー

は
養
親
に
適
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
は
、
自
ら
が
愛
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
よ
く
成
長
す
る
。
性
的
指

向
は
問
題
と
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
訴
え
取
り
下
げ
に
よ
り
、
改
正
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
縁
組
協
定
へ
の
署
名

の
道
が
開
け
、
連
れ
子
養
子
縁
組
と
並
ん
で
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
共
同
縁
組
も
可
能
に
な
る
と
い
う
展
望
も
述
べ
た
（
９
）。

（
二
）
年
金
・
社
会
保
障
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
存
在
自
体
に
対
す
る
異
議
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
七
月
一
七
日
判
決
で
決
着
を
み
た
。

そ
の
後
の
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
、
公
務
員
の
家
族
手
当
、
年
金
な
ど
社
会
保
障
に
関
係
す
る
も
の
が
多
い
。
そ

の
原
因
は
、
二
〇
〇
一
年
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
立
法
段
階
ま
で
遡
る
（
亜
）。
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法
定
年
金
保
険
に
関
す
る
社
会
法
典
第
六
編
に
つ
い
て
、
同
性
共
同
体
差
別
撤
廃
法
：
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
法
）
草
案
（E

ntw
urf eines G

esetzes zur B
eendigung der D

iskrim
inierung gleichgeschlechtlicher G

em
einschaften: 

L
ebens partnerschaften

（L
ebenspartnerschaftsgesetz̶

L
PartG

）（
以
下
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
草
案（唖
））
一
〇
四
条
で
は
、

同
時
に
進
行
し
て
い
た
二
〇
〇
一
年
年
金
制
度
改
革
と
の
関
係
で
、
寡
婦
（
寡
夫
）
年
金
に
関
す
る
社
会
保
障
法
典
第
六
編
四
六
条
の
改
正

は
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
娃
）。
年
金
制
度
改
革
に
際
し
て
、
遺
族
年
金
に
お
い
て
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
る
動

議
が
提
出
さ
れ
た
（
阿
）。

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
で
は
、
夫
婦
の
離
婚
の
際
に
認
め
ら
れ
て
い
る
年
金
調
整
（Versorgungsausgleich

）

の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

他
方
で
、
身
分
登
録
法
、
所
得
税
法
、
相
続
税
法
な
ど
の
税
法
、
連
邦
社
会
扶
助
法
（B

undessozialhilfegesetz

）
な
ど
は
、
生
活
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
草
案
か
ら
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
補
足
法
草
案
へ
と
移
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
〇
年
当
時
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー

政
権
下
に
お
い
て
、
連
邦
議
会
で
与
党
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
連
合
90
／
緑
の
党
が
多
数
を
占
め
て
い
た
も
の
の
、
連
邦
参
議
院
で
は

多
数
を
確
保
で
き
る
状
況
に
な
か
っ
た
た
め
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
必
要
と
す
る
改
正
に
つ
い
て
補
足
法
草
案
に
移
し
、
同
意
を
必
要
と

し
な
い
改
正
だ
け
を
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
草
案
と
し
て
残
し
た
た
め
で
あ
る
（
哀
）。
結
果
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
草
案
は
連
邦
議

会
で
可
決
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
補
足
法
草
案
は
廃
案
と
な
っ
た
。

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
か
ら
の
議
論
で
は
な
く
、
政
治
的
な
原
因
か
ら
公
法
に
関
す
る
規
定
で
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
間
に
差
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
施
行
後
も
、
税
法
や
社
会
保
障
に
関
し
て
婚
姻
と
の
平
等
を
求
め

る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
状
況
を
引
き
起
こ
し
た
一
つ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
改
訂
法
に
よ
り
、
社
会
保
障
法
典
第
六
編
に
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者

（887）



414

の
遺
族
年
金
（
同
四
六
条
）、
養
育
年
金
（
同
四
七
条
）、
年
金
分
割
（R

entensplitting

）
に
関
す
る
規
定
（
同
一
二
〇
条
ｅ
）
な
ど
が
設

け
ら
れ
た
。

註（
３
）

B
VerfG

E
 105, 313 ff.

本
判
決
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
泰
彦
「
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
七
月
一
七
日
連
邦
憲
法
裁
判
所

に
つ
い
て
」
徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要
六
五
号
二
五
頁
以
下
（
二
〇
〇
三
）、
三
宅
雄
彦
「
人
生
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
合
憲
判
決
」
自
治
研
究
七

九
巻
一
二
号
一
四
三
頁
以
下
（
二
〇
〇
三
）、
三
宅
雄
彦
「
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
合
憲
性
」
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・
嶋
崎
健
太
郎
編

『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』
信
山
社
一
八
九
頁
以
下
（
二
〇
〇
八
）
で
紹
介
し
て
い
る
。

渡
邉
・
徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要
六
五
号
三
一
頁
以
下
で
、
少
数
意
見
の
紹
介
を
す
る
に
あ
た
り
校
正
ミ
ス
に
よ
り
、
ハ
ー
ス
判
事
の
意
見
の

部
分
が
、
パ
ピ
ア
ー
長
官
の
意
見
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
謹
ん
で
お
詫
び
す
る
。

（
４
）
渡
邉
泰
彦
「
ド
イ
ツ
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
概
観
（
一
）（
二
・
完
）」
東
北
学
院
法
学
六
五
号
八
一
頁
、
六
六
号
一
頁
（
二
〇
〇
六–

二

〇
〇
七
）。

（
５
）

B
ayerische Staatskanzlei P

ressm
itteilung N

r. 143 vom
 19. A

pril 2005, S.2.

（
６
）

A
. a. O

.

（
７
）

Justiz in B
ayern, 10. A

ugust 2009 - P
ressem

itteilung N
r. 140/09; B

undesm
inisterium

 der Justiz, P
ressm

itteilung vom
 10. A

ugust 

2009.

（
８
）
こ
の
研
究
は
、M

arina R
upp

（H
rsg.

）, D
ie L

ebenssituation
von K

indern in
gleichgeschlechtlichen

L
ebenspartnerschaften, 

B
undsanzeiger Verlag 2009

で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

Zypries begrüßt E
inlenken der C

SU
 beim

 A
doptionsrecht hom

osexueller L
ebenspartner, B

M
J P

ressm
itteilung vom

 10. A
ugst 

2009, http://w
w

w
.bm

j.bund.de/

（
10
）
立
法
過
程
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
泰
彦
「
同
性
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
は
―
ド
イ
ツ
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
を
め
ぐ
る
議
論
」
徳
島

文
理
大
学
紀
要
六
二
号
八
一
頁
（
二
〇
〇
一
）
を
参
照
。

（888）
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（
11
）

B
T

–D
rucks. 14/3751.

（
12
）
二
〇
〇
一
年
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
草
案
で
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
社
会
保
障
法
典
第
六
編
二
四
条
一
項
、
三
二
条
二
項
、
九

三
条
五
項
一
文
二
号
、
一
〇
四
条
二
項
一
文
で
あ
っ
た
。

（
13
）

B
T

–D
rucks. 14/3792.

（
14
）
二
つ
の
草
案
へ
の
振
り
分
け
に
つ
い
て
は
、B

T
–D

rucks. 14/4545.

二

家
族
手
当
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

連
邦
俸
給
法
（B

undesbesolgungsgesezt

）
四
〇
条
に
よ
り
既
婚
者
に
給
付
さ
れ
る
公
務
員
の
家
族
手
当
が
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
当
事
者
に
も
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
九
月
二
〇
日
決
定
（
愛
）、
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
五
月
六

日
決
定
（
挨
）は
、
基
本
法
六
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
婚
姻
を
行
う
者
ま
で
し
か
家
族
手
当
を
拡
充
し
な
い
こ
と
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
行
う
公
務
員
に
対
す
る
不
平
等
扱
い
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
以
下
で
は
、
二
〇
〇
七
年
決
定
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
す
る
。

（
一
）
事
実
関
係

上
告
人
（
原
告
）
で
あ
る
女
性
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
三
一
日
ま
で
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
業
務
を
行
う
公
務
員
（
官

吏
）
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
五
日
に
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
創
設
し
、
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
一
項
一
号
に
よ
る
第

一
級
で
の
家
族
手
当
の
支
払
い
（
姶
）を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
第
一
審
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ゥ
ガ
ル
ト
行
政
裁
判
所
は
訴
え
を
棄
却
し
、
第
二
審

バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
行
政
裁
判
所
は
控
訴
を
棄
却
し
た
。

連
邦
行
政
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
月
二
六
日
判
決
（
逢
）は
、
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
一
項
一
号
が
直
接
に
も
、
類
推
で
も
適
用
さ
れ
な
い
と
し

（889）
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て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
そ
こ
で
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
婚
姻
で
は
な
く
、
独
立
し
た
家
族
形
態
で
あ
る
こ
と
、
連
邦
俸
給
法
の

類
推
適
用
は
本
質
と
矛
盾
す
る
こ
と
、
ま
た
同
法
の
規
定
の
シ
ス
テ
ム
に
意
図
的
に
反
す
る
欠
缺
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
た
。

（
二
）
決
定
理
由

以
下
で
は
、
本
稿
の
観
点
か
ら
、
基
本
法
六
条
一
項
の
婚
姻
保
護
と
基
本
法
三
条
の
平
等
原
則
と
の
関
係
の
み
を
紹
介
す
る
。
本
決
定
で

考
慮
さ
れ
て
い
る
、
Ｅ
Ｕ
一
般
雇
用
均
等
指
令
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
時
系
列
で
は
先
行
す
る
、
後
述
の
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
七
年

二
月
一
四
日
判
決
に
お
い
て
ふ
れ
る
。

二
〇
〇
七
年
決
定
で
は
、
上
告
人
が
正
当
化
さ
れ
な
い
と
主
張
し
た
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
不
平
等
扱
い
に
つ
い
て
、
憲
法

上
の
判
断
基
準
は
、
基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
平
等
原
則
で
あ
っ
て
、
同
三
条
三
項
一
文
の
特
別
平
等
原
則
で
は
な
い
と
し
た
。
婚
姻
し
て

い
る
公
務
員
と
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
公
務
員
の
間
の
不
平
等
扱
い
で
は
、「
性
別
に
基
づ
く
差
別
は
問
題
と
な
ら
な

い
。
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
は
、
家
族
手
当
の
保
障
を
、
男
女
間
の
生
活
共
同
体
と
し
て
の
婚
姻
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
同
条

は
、
婚
姻
と
家
族
を
国
家
の
特
別
の
保
護
の
下
に
お
く
と
い
う
基
本
法
六
条
一
項
の
保
護
任
務
を
果
た
し
て
い
る
。
憲
法
が
一
定
の
共
同
生

活
の
ス
タ
イ
ル
を
特
別
の
保
護
の
下
に
お
く
場
合
に
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
で
特
別
の
保
護
措
置
ま
た
は
援
助
措
置
に
関
与
し
な
い
他
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
お
よ
び
共
同
体
の
ス
タ
イ
ル
を
憲
法
が
差
別
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
基
本
法
三
条
三
項
一
文
に
お
け
る
『
性
別
』
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
は
、
女
性
と
男
性
の
不
平
等
扱
い
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
律
が
権
利
と
義
務
を
個
人
の
性
別
で
は
な
く
、
人
の
つ
な
が
り
の

性
別
の
組
み
合
わ
せ
に
関
ら
し
め
る
場
合
に
は
、
性
別
に
よ
る
不
平
等
扱
い
で
は
な
い
。」（R

z. 15

）

ま
た
、
婚
姻
を
行
っ
て
い
る
公
務
員
の
み
を
対
象
と
す
る
家
族
手
当
に
関
す
る
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
一
項
一
号
の
規
定
が
「
要
件
で
は
少

な
く
と
も
直
接
に
性
的
指
向
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
と
関
係
な
く
、
性
的
指
向
は
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
区
別

（890）
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の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
は
な
い
。
基
本
法
三
条
三
項
一
文
の
文
言
が
制
限
列
挙
で
あ
り
、
憲
法
を
改
正
し
て
性
的
指
向
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
拡

張
す
る
と
い
う
提
案
が
拒
否
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
拡
大
解
釈
は
さ
れ
な
い
。」（R

z. 16

）

「
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
一
項
一
号
は
、
基
本
法
六
条
一
項
と
の
関
係
で
同
三
条
一
項
の
一
般
平
等
原
則
と
合
致
し
て
い
る
。
そ
の
限
り

で
、
調
査
の
基
準
は
、
同
六
条
一
項
に
含
ま
れ
る
婚
姻
保
護
に
つ
い
て
の
原
則
判
断
を
と
も
に
尊
重
す
る
さ
い
に
は
、
同
三
条
一
項
で
あ

る
。」（R

z. 17

）

確
定
判
例
に
よ
れ
ば
、
基
本
権
の
名
宛
人
（G

rundrechtsadressanten

）
は
「
本
質
的
に
平
等
な
も
の
は
平
等
に
、
本
質
的
に
不
平
等

な
も
の
は
そ
の
差
異
と
本
質
に
応
じ
て
不
平
等
に
扱
う
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
そ
の
義
務
に
違
反
す
る
の
は
、
規
定
さ
れ
た
事
実
関
係
の
平

等
ま
た
は
不
平
等
扱
い
が
、
事
実
自
体
の
本
質
に
存
在
す
る
適
法
性
と
、
正
義
の
観
念
に
従
っ
た
考
慮
方
法
と
、
も
は
や
一
致
し
な
い
場

合
、
し
た
が
っ
て
問
題
と
な
る
事
実
の
領
域
と
そ
の
性
質
に
関
し
て
規
定
の
理
性
的
、
理
解
可
能
な
理
由
を
欠
い
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
憲
法
自
体
が
一
定
の
集
団
を
際
だ
た
せ
て
い
な
い
が
、
そ
の
不
平
等
扱
い
を
許
す
、
ま
た
は
そ
の
特
別
な
援
助
を
命
じ
る
場
合

に
は
、
無
制
限
に
妥
当
す
る
。
憲
法
自
体
が
区
別
を
す
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
区
別
を
扱
う
か
は
立
法
者
が
扱
う
事
項
で
あ
る

が
、
憲
法
上
の
区
別
の
模
範
に
従
う
場
合
に
同
様
の
生
活
事
実
関
係
を
恣
意
的
に
不
平
等
に
扱
う
こ
と
ま
で
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
（
葵
）。」「
こ

の
意
味
に
お
い
て
基
本
法
六
条
一
項
も
差
異
の
要
請
で
あ
り
、
一
般
平
等
条
項
よ
り
特
殊
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
上
の
生
活
状
況
に
関

し
て
と
、
命
じ
ら
れ
た
法
律
上
の
義
務
に
関
し
て
の
区
別
の
性
質
と
方
法
が
、
双
方
の
グ
ル
ー
プ
の
比
較
に
お
い
て
比
例
性
に
反
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。」（R

z. 18

）

「
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
一
項
一
号
に
お
い
て
第
一
級
の
家
族
手
当
を
婚
姻
し
て
い
る
公
務
員
に
限
る
こ
と
は
、
基
本

法
一
条
一
項
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
、
基
本
法
三
項
一
項
の
一
般
平
等
原
則
に
反
し
な
い
。」（R

z. 19

）

「
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
う
公
務
員
に
対
し
て
、
婚
姻
を
行
う
公
務
員
を
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
一
項
一
号
に
よ
り
優
遇
す
る
こ
と

（891）
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は
、
婚
姻
を
行
う
者
が
す
で
に
そ
の
家
族
構
成
（Fam

ilienstand

）
に
基
づ
い
て
、
そ
の
配
偶
者
の
所
得
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
第
一
級
の

家
族
手
当
を
受
け
と
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
う
公
務
員
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
す
る

扶
養
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
拡
大
し
た
家
政
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
、
第
一
級
で
の
家
族
手
当
を
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
一
項
四
号
に
よ
り

受
け
る
」。「
婚
姻
を
行
っ
て
い
る
者
で
は
婚
姻
に
よ
り
典
型
的
に
被
る
負
担
が
家
族
手
当
の
包
括
的
保
障
へ
と
導
く
の
に
対
し
て
、
生
活

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は
個
別
に
こ
の
負
担
を
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」（R

z. 20

）

「
こ
の
不
平
等
扱
い
は
、
家
族
構
成
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
連
邦
俸
給
法
は
、
単
身
者
の
公
務
員
ま
た
は
婚
姻

と
異
な
る
生
活
共
同
体
に
お
い
て
生
活
す
る
公
務
員
を
、
婚
姻
を
行
う
公
務
員
と
区
別
す
る
。
単
身
者
で
あ
る
公
務
員
と
は
反
対
に
、
婚
姻

も
し
く
は
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
う
公
務
員
は
、
当
事
者
の
相
互
的
扶
養
義
務
と
同
時
に
生
じ
る
、
原
則
と
し
て
解
消
で
き
な
い
生

活
共
同
体
を
国
家
の
協
力
の
下
で
締
結
し
て
い
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
」。「
双
方
の
グ
ル
ー
プ
間
の
直
接
的
な
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

は
、
こ
の
生
活
共
同
体
の
当
事
者
が
同
性
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
異
性
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
婚
姻
ま
た
は
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行

う
た
め
の
要
件
は
、
一
定
の
性
的
指
向
で
は
な
く
、
性
別
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
異
性
愛
指
向
は
、
婚
姻
締
結
の
た
め
の
法
律
上
の
要
件

で
は
な
い
し
、
同
様
に
、
同
性
愛
指
向
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
要
件
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
典
型
的
に
婚
姻
が
異

性
愛
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
同
性
愛
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
婚
姻
の
存
在
と
結
び
つ
い
て
お

り
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
存
在
す
る
と
き
に
は
保
障
さ
れ
な
い
給
付
が
、
異
な
る
性
的
指
向
を
有
す
る
人
々
を
、
間
接
的
に
は
不
平

等
に
扱
っ
て
い
る
。」（R

z. 21

）

「
人
的
集
団
の
そ
の
よ
う
な
不
平
等
な
扱
い
の
さ
い
に
、
た
し
か
に
、
立
法
者
は
、
厳
格
な
拘
束
の
下
に
あ
る
。
し
か
し
、
婚
姻
を
行
う

公
務
員
の
優
遇
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に
そ
の
正
当
性
を
み
い
だ
す
」。
確
定
判
例
に
よ
っ
て
、「
継
続
的
な
生
活
共
同
体
へ
の
男
女
の
合
意

と
し
て
の
婚
姻
は
、
国
家
秩
序
に
よ
る
特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る
。
婚
姻
は
、
古
典
的
意
味
に
お
け
る
防
御
権
と
し
て
の
基
本
権
と
並
ん

（892）
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で
、
婚
姻
に
対
す
る
制
度
保
障
を
含
ん
で
お
り
、
価
値
判
断
の
基
本
原
則
と
し
て
婚
姻
を
保
護
し
援
助
す
る
義
務
を
国
家
に
負
わ
せ
て
い

る
。」（R

z. 22

）

「
こ
の
憲
法
上
の
援
助
義
務
は
、
婚
姻
を
正
式
に
行
っ
た
男
女
の
共
同
体
と
し
て
、
他
の
生
活
共
同
体
に
比
し
て
際
だ
た
せ
、
優
遇
す
る

権
限
を
立
法
者
に
与
え
る
。
憲
法
自
体
は
、
婚
姻
を
行
う
公
務
員
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
う
公
務
員
の
間
の
本
件
の
よ
う
な
不
平

等
扱
い
を
基
本
法
六
条
一
項
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
事
実
上
の
差
異
を
理
由
づ
け
る
。
区
別
は
、
実
際
の
生
活
状
況
お
よ
び
法
的
形
成

（rechtliche A
usgestaltung

）
に
関
し
て
、
比
例
性
に
反
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
婚
姻
し
て
い
な
い
公
務
員
も
、
他
の
人
を
一
時

的
で
は
な
く
そ
の
住
居
に
受
け
入
れ
、
こ
の
者
の
た
め
に
扶
養
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
き
は
、
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
一
項
四
号
に
よ
り
、
第

一
級
の
家
族
手
当
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。」（R

z. 23

）

註（
15
）

N
JW

 2008, 209; Fam
R

Z 2007, 1869.

（
16
）

N
JW

 2008, 2325; JZ 2008, 792; Fam
R

Z 2008, 1321.

（
17
）
連
邦
俸
給
法
四
〇
条
一
項
は
、
官
吏
で
あ
る
公
務
員
、
裁
判
官
、
軍
人
に
、
別
表
Ⅴ
に
記
載
さ
れ
た
第
一
級
（Stufe 1

）
の
家
族
手
当

（Fam
ilienzuschlag

）
を
、
婚
姻
し
て
い
る
公
務
員
な
ど
（
一
号
）、
寡
婦
又
は
寡
夫
の
公
務
員
（
二
号
）、
婚
姻
か
ら
の
扶
養
義
務
を
負
っ
て
い

る
場
合
に
は
離
婚
し
た
公
務
員
な
ど
（
三
号
）
に
認
め
る
。

一
号
か
ら
三
号
に
該
当
し
な
い
公
務
員
な
ど
は
、
法
律
上
若
し
く
は
良
俗
上
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
、
又
は
職
業
上
若
し
く
は
健
康
上
の
理
由

か
ら
必
要
と
す
る
た
め
に
、
そ
の
住
居
に
一
時
的
で
は
な
く
他
の
人
を
受
け
入
れ
て
、
そ
の
扶
養
を
し
て
い
る
場
合
に
、
第
一
級
の
家
族
手
当
が
認

め
ら
れ
る
（
四
号
）。

（
18
）

B
Verw

G
E

 125, 79; N
JW

 2006, 1828.

（
19
）
例
と
し
て
、
兵
役
な
ど
に
関
す
る
基
本
法
十
二
条
ａ
が
男
性
に
の
み
特
別
の
義
務
を
課
す
が
、
同
条
の
特
殊
性
ゆ
え
に
、
女
性
が
こ
の
義
務
を

負
わ
な
い
限
り
で
も
基
本
法
三
条
一
項
か
ら
三
項
ま
で
に
反
し
な
い
こ
と
を
あ
げ
る
。（R

z. 18

）
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三

遺
族
年
金
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
一
）
事
実
関
係

原
告
（
上
告
審
に
お
い
て
上
告
人
、
以
下
上
告
人
と
す
る
）
は
、
一
九
五
四
年
生
ま
れ
で
、
一
九
七
七
年
か
ら
公
務
員
（
非
官
吏
）
と

な
っ
て
い
る
。
被
告
は
、
連
邦
及
び
州
年
金
機
構
（Versorgungsanstalt des B

undes und der L
änder

（
Ｖ
Ｂ
Ｌ
）、
以
下
年
金
機
構
と

す
る
）
で
あ
る
。
上
告
人
は
、
強
制
加
入
の
年
金
保
険
に
加
え
て
付
加
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
の
年
金
制
度
改
革
に
と
も
な

い
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
取
得
し
た
年
金
期
待
権
の
算
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
さ
い
に
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
三
一
日
ま
で

効
力
を
有
し
た
年
金
機
構
の
定
款
四
一
条
二
項
ｃ
第
一
文
に
よ
り
、
上
告
人
の
仮
定
純
労
働
報
酬
額
（das fictive N

ettoarbeitsentgelt

）

を
、
婚
姻
し
て
い
る
者
に
適
用
さ
れ
る
税
率
で
は
な
く
、
独
身
者
の
税
率
で
計
算
し
た
。
婚
姻
し
て
い
る
者
と
同
様
に
計
算
す
れ
ば
、
年
金

期
待
権
は
、
月
額
七
四
・
四
八
ユ
ー
ロ
増
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
年
金
機
構
は
、
上
告
人
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
、
定
款
三
八
条

に
よ
り
死
亡
し
た
被
保
険
者
ま
た
は
企
業
年
金
権
利
者
の
配
偶
者
に
予
定
さ
れ
た
遺
族
年
金
が
給
付
さ
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
た
。

上
告
人
は
、
年
金
期
待
権
の
算
定
で
婚
姻
し
て
い
る
者
に
適
用
さ
れ
る
税
率
を
基
礎
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
が
死
ぬ
ま
で
生
活
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
継
続
し
て
い
た
場
合
に
そ
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
遺
族
年
金
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
申
し
立
て
た
。

遺
族
年
金
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
四
年
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
改
訂
法
に
よ
っ
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
社
会
保
障
法
典
第
六
編
四
六
条

四
項
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
寡
婦
年
金
又
は
寡
夫
年
金
に
つ
い
て
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
創
設
も
結
婚
と
し
て
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
婚
姻
と
し

て
、
生
存
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
も
寡
婦
又
は
寡
夫
と
し
て
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
も
夫
婦
と
み
な
す
。
新
た
な
生
活
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
廃
止
又
は
解
消
は
、
再
婚
の
解
消
又
は
無
効
に
相
当
す
る
。」
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こ
れ
に
よ
り
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
も
、
夫
婦
と
同
様
に
、
寡
婦
（
寡
夫
）
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
年
金
機
構
の
定
款
三
八
条
で
は
、
こ
の
よ
う
な
定
め
を
欠
い
て
い
た
。
上
告
人
は
、
自
分
が
死
亡
し
た
場
合
に
、
生
存

し
て
い
る
他
方
に
、
寡
婦
（
寡
夫
）
年
金
と
同
様
の
遺
族
年
金
を
保
障
す
る
こ
と
の
確
認
な
ど
を
求
め
て
、
訴
え
を
提
起
し
た
。

原
審
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
一
日
判
決
（
茜
）は
、
控
訴
人
（
原
告
・
上
告
人
）
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い

と
し
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。
二
〇
〇
一
年
二
月
一
六
日
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
は
定
款
の
公
表
の
際
に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
慮
し
な
い
こ
と
は
、
類
推
ま
た
は
補
充
的
解
釈
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
る
法
の
欠
缺
で
は
な
い
と
述
べ

た
。
そ
し
て
、
定
款
の
条
項
が
上
位
の
法
、
と
り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
上
告
人
（
原
告
・
控
訴
人
）
は
、
上
告
し
た
。

以
下
で
は
、
上
告
人
が
控
訴
審
、
上
告
審
で
主
張
し
た
事
項
の
う
ち
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
で
も
争
わ
れ
た
、
遺
族
年
金
の
受
給
資
格
に
つ

い
て
の
み
を
対
象
に
紹
介
す
る
。
ま
た
、
本
事
件
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
規
定
の
欠
缺
を
補
充
す
る
た
め
に
、
憲
法
の
示
す
指
針
を
ど
の

よ
う
に
考
慮
す
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
、
遺
族
年
金
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
紹
介
し
な

い
（
穐
）。
以
下
で
は
、
次
の
点
を
前
提
と
す
る
。

・
年
金
機
構
と
い
う
機
関
の
定
め
る
定
款
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

・
年
金
機
構
の
定
款
で
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
扱
い
に
関
す
る
条
項
が
な
い
。

・
社
会
保
障
法
典
第
六
編
四
六
条
四
項
は
、
寡
婦
（
寡
夫
）
年
金
に
つ
い
て
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
婚
姻
と
同
様
に
扱
う
明
文
の
規

定
が
あ
る
。
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（
二
）
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
二
月
一
四
日
判
決

連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
二
月
一
四
日
判
決
（
悪
）は
、
原
審
と
同
様
の
理
由
で
上
告
を
棄
却
し
た
。

一

婚
姻
な
ど
の
概
念
に
つ
い
て

同
判
決
で
は
、
年
金
機
構
の
定
款
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
婚
姻
し
て
い
る
」「
配
偶
者
」「
婚
姻
」
の
概
念
は
、
法
律
概
念
と
し
て
は
、
民

法
一
三
一
〇
条
以
下
の
規
定
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
異
性
の
人
の
共
同
体
を
要
件
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
互

い
に
婚
姻
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
向
け
ら
れ
た
制
度
と
位
置
づ
け
る
。（R

z. 9

）

そ
し
て
、
定
款
の
条
項
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
定
款
に
お
け
る
「
婚
姻
」
に
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
検
討
す
る
。
平
均
的
な
被
保
険
者
の
理
解
と
し
て
、
被
保
険
者
の
視
点
か
ら
も
、
一
般
的
な
言
語
使

用
か
ら
も
、
婚
姻
等
の
概
念
を
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
拡
大
解
釈
す
る
余
地
は
な
く
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
は
婚
姻
し

て
い
る
者
で
は
な
い
。（R

z. 10

）

（
一
）
補
充
的
解
釈

故
意
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
意
図
に
反
し
た
規
定
の
欠
缺
が
、
補
充
的
解
釈
を
行
う
対
象
と
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
欠
缺
は
な
い
。
こ
の

点
は
、
原
審
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
判
決
と
同
様
に
考
え
る
。
つ
ま
り
、
定
款
作
成
者
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
制
度

を
知
り
な
が
ら
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
に
請
求
権
を
与
え
る
こ
と
を
、
故
意
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
料
率
契
約
の
当
事
者
が
二
〇
〇
一
年
一
一
月
一
三
日
の
老
齢
年
金
契
約
二
〇
〇
一
の
締
結
時
、
二
〇
〇
二
年
三
月
一
日
の
老
齢

年
金
料
率
契
約
締
結
時
に
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
料
率
契
約
当
事
者
は
、
二
〇

〇
二
年
九
月
一
九
日
の
新
た
な
定
款
の
合
意
の
際
に
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
被
保
険
者
の
地
位
を
改
善
す
る
こ
と
を
し

な
か
っ
た
。
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
改
訂
法
に
よ
っ
て
多
く
の
法
令
が
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
に
有
利
と
な
る
よ
う
改
正
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さ
れ
た
際
に
も
、
ま
た
一
般
平
等
法
（A

llgem
eines G

leichbehandlungsgesetz, A
G

G

）
が
制
定
さ
れ
て
も
、
定
款
の
改
正
を
行
っ
て
い

な
か
っ
た
。（R

z. 11

）

（
二
）
類
推

夫
婦
に
有
利
な
約
款
の
条
項
を
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
類
推
す
る
こ
と
も
認
め
な
い
。
婚
姻
が
異
性
の
当
事
者
を
要
件
と
す
る

が
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
互
い
に
婚
姻
を
締
結
で
き
な
い
二
人
の
者
の
み
に
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
類
推
で
き
な
い
。
料
率
契
約

当
事
者
と
年
金
機
構
は
、
前
記
（
一
）
の
よ
う
に
、
付
加
年
金
に
つ
い
て
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
を
夫
婦
と
同
じ
地
位
に
置
く

こ
と
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。（R
z. 12

）

二

上
位
の
法
と
の
関
係

上
告
人
は
、
年
金
機
構
の
定
款
の
規
定
が
、
憲
法
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
と
い
う
よ
り
上
位
の
法
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
連

邦
通
常
裁
判
所
は
違
反
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。

（
一
）
基
本
法
三
条
一
項

「
す
べ
て
の
人
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
る
」
と
す
る
基
本
法
三
条
一
項
の
平
等
原
則
と
、「
婚
姻
と
家
族
は
、
国
家
秩
序
の
特
別
の
保
護

の
下
に
あ
る
」
と
す
る
同
六
条
一
項
の
婚
姻
と
家
族
の
保
護
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
対
し
て
婚
姻
が
優
遇
さ
れ
る
こ
と
は
憲
法
上
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
基
本
法
六
条
一
項
に
関
し
て
は
許
さ
れ
る
と
す
る
。（R

z. 

14

）婚
姻
を
し
、
子
を
も
つ
被
用
者
が
そ
の
生
活
扶
養
と
扶
養
義
務
を
主
と
し
て
そ
の
労
働
報
酬
で
負
担
し
、
配
偶
者
と
子
の
年
金
料
も
支
払

う
の
が
典
型
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
婚
姻
し
て
い
な
い
者
や
、
親
で
な
い
者
に
は
、
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
婚
姻
を
し
て
い
る
者
へ
の
優
遇
は
、
正
当
化
さ
れ
る
。

（897）
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（
二
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
条
約
一
四
一
条

上
告
理
由
で
は
、
基
本
法
よ
り
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
条
約
の
規
定
、
Ｅ
Ｕ
評
議
会
の
指
令
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
た
た
め
、
連

邦
通
常
裁
判
所
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
条
約
一
四
一
条
一
項
は
、「
す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
男
女
に
つ
い
て
同
一
労
働
報
酬
の
原
則
の
適
用
を
保
障
す
る
」

と
定
め
る
。
こ
の
賃
金
に
は
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
雇
用
関
係
に
基
づ
い
て
雇
用
者
か
ら
支
払
わ
れ
た
報
酬
、
例
え
ば
企
業
老
齢
年
金
に
お

け
る
遺
族
年
金
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
条
約
一
四
一
条
に
反
し
て
い
な
い
と
す
る
。

性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
定
款
に
お
け
る
区
別
は
、
性
別
ま
た
は
性
的
指
向
で
は
な
く
、
家
族
構

成
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
男
性
と
女
性
に
異
な
る
扱
い
は
な
い
。
法
律
上
は
、
男
性
も
女
性
も
、
そ
の
性
的
指
向
を
考

慮
す
る
こ
と
な
く
、
婚
姻
の
家
族
構
成
を
行
う
こ
と
も
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
生
活
上
の
経
験
か
ら

み
て
も
、
同
性
愛
を
指
向
す
る
女
性
と
男
性
が
同
じ
性
的
指
向
を
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
同
で
生
活
す
る
、
ま
た
は
一
人
で
生
活
し
て
い

る
だ
け
で
も
な
い
。
異
性
愛
の
当
事
者
と
婚
姻
し
、
こ
の
者
と
子
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。（R

z. 16

）

さ
ら
に
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
確
立
し
た
関
係
を
維
持
す
る
人
の
状
況
を
、
異
性
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
婚
姻
し
て
い
る
人
と
同
じ
に
す
る
義
務
を
加
盟
国
が
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
っ
て
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
性
的
指
向
に
基
づ
く
差
別
は
旧

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
条
約
一
一
九
条
（
現
一
四
一
条
）
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
の
み
を
確
認
し
た
（
握
）と
す
る
。
ま
た
、
企
業
年
金
保
険
に
お
い
て

予
定
さ
れ
て
い
る
遺
族
年
金
に
関
す
る
判
例
で
は
、
一
定
の
利
益
を
婚
姻
を
行
う
カ
ッ
プ
ル
に
留
保
し
、
婚
姻
を
行
わ
ず
共
同
生
活
を
す
る

者
を
排
除
す
る
と
い
う
決
定
は
、
立
法
者
の
事
項
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
同
様
の
決
定
は
、
国
内
裁
判
所
に
よ
る
国
内
法
の
解
釈
か
ら
生

じ
る
と
す
る
。
個
人
が
共
同
体
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
性
別
に
基
づ
く
差
別
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
請
求
者
が
男
性
で
あ
る
か

（898）
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女
性
で
あ
る
か
と
い
う
事
情
は
遺
族
年
金
の
保
障
に
関
し
て
は
顧
慮
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。（R

z. 17

）

（
三
）
一
般
雇
用
均
等
指
令

一
般
雇
用
均
等
指
令
（C

ouncil D
irective （2000/78/E

C

）establishing a general fram
ew

ork for equal treatm
ent in em

ploym
ent 

and occupation
）
一
条
は
、
雇
用
と
職
業
に
関
し
て
、
宗
教
・
信
条
・
障
害
・
性
的
指
向
に
基
づ
く
差
別
の
撤
廃
を
掲
げ
る
。

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
女
性
と
男
性
が
そ
の
性
的
指
向
に
関
係
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
家
族
構
成

に
よ
る
法
的
な
差
別
は
、
性
別
又
は
性
的
指
向
に
基
づ
く
差
別
で
は
な
く
（
渥
）、
本
件
が
一
般
雇
用
均
等
指
令
の
範
囲
に
入
ら
な
い
と
す
る
。

（R
z. 18

）

さ
ら
に
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
家
族
構
成
に
基
づ
く
違
い
を
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
。

家
族
構
成
と
結
び
つ
い
た
婚
姻
し
て
い
る
者
へ
の
優
遇
は
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
の
共
同
体
を
軽
視
し
た
結
果
で
は
な
く
、
両
者
の
本
質
に

合
っ
た
扱
い
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
婚
姻
を
し
て
い
る
者
へ
の
優
遇
は
、
子
孫
の
繁
栄
と
監
護
に
関
連
し
て
異
性
間
の
継
続
的
な
共
同

体
を
援
助
す
る
こ
と
に
役
立
ち
、
社
会
の
将
来
に
と
っ
て
主
要
な
関
心
事
に
役
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
は
、
縁
組
が
で
き
る
と
し
て
も
、
通
常
は
婚
姻
と
同
様
の
方
法
で
寄
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（R

z. 19

）

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
指
令
は
基
本
法
で
の
婚
姻
と
家
族
の
保
護
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
婚
姻
を
同
じ
地
位

に
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
連
邦
政
府
も
主
張
し
て
い
た
。（R

z. 19
）

次
に
、
一
般
雇
用
均
等
指
令
の
前
文
二
二
項
で
、
婚
姻
身
分
お
よ
び
そ
れ
に
従
属
す
る
利
益
に
関
す
る
国
内
法
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
定
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
前
文
か
ら
、
命
令
及
び
指
令
の
テ
キ
ス
ト
の
制
限
解
釈
も
正
当
化
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
欧
州
司
法
裁

判
所
の
判
例
に
よ
り
性
別
又
は
性
的
指
向
で
は
な
く
家
族
構
成
と
結
び
つ
い
た
法
的
差
別
を
含
ま
な
い
と
い
う
、
一
般
雇
用
均
等
指
令
で
の

差
別
禁
止
に
、
前
文
二
二
項
は
基
づ
い
て
い
る
と
す
る
。

（899）
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一
般
雇
用
均
等
指
令
が
、
制
限
解
釈
に
よ
り
意
味
を
持
た
な
い
、
あ
る
い
は
差
別
を
効
果
的
に
撤
廃
で
き
な
い
と
い
う
批
判
も
与
し
な

い
。
家
族
構
成
と
結
び
つ
い
た
差
別
を
含
ま
な
い
と
し
て
も
、
性
的
指
向
に
基
づ
く
差
別
禁
止
に
は
、
他
の
広
い
適
用
領
域
が
残
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。（R

z. 21

）

ま
た
、
一
般
雇
用
均
等
指
令
二
条
二
項
（
ｂ
）
は
、
間
接
的
な
差
別
も
禁
止
し
て
い
る
が
、
同
項
（
ⅰ
）
で
は
、
適
法
な
目
的
に
よ
っ
て

客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
、
こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
適
切
、
か
つ
、
必
要
な
場
合
に
は
禁
止
を
除
外
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
連
邦
通

常
裁
判
所
は
、
男
女
間
の
婚
姻
の
よ
う
に
典
型
的
に
は
子
を
生
み
、
保
護
し
、
監
護
す
る
継
続
的
な
人
的
共
同
体
へ
の
物
質
的
な
援
助
が
、

社
会
の
存
続
の
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
か
つ
、
法
的
に
一
般
に
承
認
さ
れ
る
目
的
で
あ
る
と
す
る
。
結
果
と
し
て
、
間
接
的
差
別
の
禁
止
に

も
あ
た
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
年
金
の
算
定
の
さ
い
に
夫
婦
を
優
遇
し
、
遺
族
年
金
が
夫
婦
に
の
み
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
特

別
な
負
担
の
少
な
く
と
も
一
部
を
調
整
す
る
こ
と
か
ら
、
適
切
か
つ
必
要
な
手
段
で
あ
る
と
す
る
。（R

z. 22

）

（
三
）
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
七
月
七
日
判
決

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
年
金
機
構
の
定
款
三
八
条
に
よ
り
夫
婦
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
不
平
等
に
扱
う
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い

と
結
論
づ
け
た
。

一

基
本
法
三
条
一
項
の
原
則

ま
ず
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
人
が
法
の
下
で
平
等
で
あ
る
と
い
う
基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
平
等
原
則
か
ら
、「
あ
る
領
域

の
人
に
は
優
遇
を
保
障
す
る
が
、
他
の
領
域
の
人
に
は
優
遇
を
与
え
な
い
と
い
う
、
平
等
に
反
す
る
形
で
優
遇
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
る
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。（R

z. 78

）

そ
し
て
、
夫
婦
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
を
平
等
に
扱
わ
な
い
こ
と
で
は
、
区
別
す
る
十
分
か
つ
重
大
な
理
由
が
存
在
す
る
か
に
つ
き
、
厳
格

（900）
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な
基
準
が
求
め
ら
れ
る
。（R

z. 85

）

基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
平
等
原
則
に
よ
り
、
単
な
る
恣
意
の
禁
止
か
ら
、
比
例
性
の
要
請
へ
の
厳
格
な
拘
束
ま
で
広
が
る
、
規
定
の
対

象
ご
と
、
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
（D

ifferenzierungsm
erkm

al

）
ご
と
の
様
々
な
限
界
が
、
制
定
者
に
生
じ
る
。
本
件
に
お
け
る
正
当
化

の
必
要
性
で
は
、
次
の
三
つ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ⅰ
）
人
的
集
団
間
の
異
な
る
扱
い

「
あ
る
グ
ル
ー
プ
を
他
の
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
て
、
不
平
等
扱
い
を
正
当
化
で
き
る
性
質
や
重
要
性
に
関
し
て
両
グ
ル
ー
プ
の
間
に
差
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
規
範
が
異
な
っ
て
扱
う
な
ら
ば
、
基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
平
等
原
則
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
ル
ー
ル
で
あ

る
。
基
本
法
三
条
一
項
は
、
不
平
等
扱
い
に
関
し
て
、
実
際
に
正
当
化
さ
れ
た
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
求
め

る
。
不
平
等
扱
い
に
は
、
自
分
な
り
に
適
切
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
制
定
者
が
考
慮
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
そ
の
区
別
を
実
際
に
正
当
化

す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。
区
別
の
基
準
に
つ
い
て
も
、
両
グ
ル
ー
プ
間
の
差
異
と
そ
れ
を
区
分
す
る
規
定
の
間
に
あ
る
内
部
的

な
関
係
が
、
実
際
に
主
張
可
能
な
も
の
と
し
て
十
分
に
重
要
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（R

z. 86

）

（
ⅱ
）
夫
婦
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
の
区
別
が
性
的
指
向
と
い
う
人
格
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
厳
格
な
正
当
化
を

必
要
と
す
る

基
本
法
三
条
一
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
比
肩
し
う
る
人
格
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
（Persönlichkeitsm

erkm
ale

）
と
の
結
び
つ
き
が

少
数
派
の
差
別
に
導
く
危
険
が
よ
り
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
人
的
集
団
の
不
平
等
扱
い
の
さ
い
に
前
記
（
ⅰ
）
の
要
求
は
、
よ
り
厳
格
と
な
る

（R
z. 87

）

性
的
指
向
が
問
題
と
な
る
事
案
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、
性
的
指
向
に
よ
る
不
平
等
扱
い
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
法
の
動
向
か
ら
も
（
旭
）、
性
的

指
向
に
基
づ
く
区
別
に
は
、
性
別
に
基
づ
く
場
合
と
同
様
に
、
正
当
化
に
は
、
特
に
重
大
な
理
由
を
必
要
と
す
る
。（R

z. 88

）

（901）
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「
定
款
三
八
条
に
よ
る
夫
婦
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
の
不
平
等
扱
い
は
、
性
的
指
向
と
い
う
人
格
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
関
係
す
る
こ
と
か

ら
、
厳
格
な
調
査
の
下
に
あ
る
。
婚
姻
ま
た
は
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
個
人
の
決
定
は
、
そ
の
性
的
指
向
と
ほ
と
ん
ど
分
か

ち
が
た
い
形
で
結
び
つ
い
て
い
る
。」（R

z. 89

）

性
的
指
向
に
基
づ
く
差
別
が
存
在
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
連
邦
通
常
裁
判
所
と
異
な
る
考
え
を

示
す
。

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
（L

PartG

）
を
含
む
二
〇
〇
一
年
の
法
律
の
名
称
が
「
同
性
共
同
体
へ
の
差
別
撤
廃
の
た
め
の
法
律
」
で

あ
る
こ
と
、
同
性
愛
を
指
向
す
る
人
に
対
す
る
不
平
等
扱
い
を
避
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
同

性
愛
を
指
向
す
る
人
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。「
立
法
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
婚
姻
と
同
じ
く
、

典
型
的
に
は
性
的
共
同
体
（G

eschlechtsgem
einschaft

）
で
あ
る
。」（R

z. 91

）

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
の
権
利
に
関
す
る
規
定
は
同
性
愛
者
が
対
象
と
な
り
、
夫
婦
の
権
利
に
関
す
る
規
定
は
異
性
愛
者
が
対
象
と
な
る
。
そ

の
た
め
、「
遺
族
年
金
に
お
い
て
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
異
な
る
扱
い
を
受
け
る
な
ら
ば
、
性
的
指
向
に
基
づ
く
不
平
等
扱
い

が
生
じ
て
い
る
。」（R

z. 92

）

「
定
款
三
八
条
に
よ
る
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
異
な
る
扱
い
が
性
的
指
向
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
、
具
体
的
な
不
平
等
扱

い
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
継
続
的
で
あ
り
、
か
つ
法
的
に
確
定
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
間
の
重
大
な
区
別
が
必
要

と
な
る
。」（R
z. 93

）

（
ⅲ
）
定
款
三
八
条
は
寡
婦
（
寡
夫
）
年
金
に
つ
い
て
社
会
保
障
法
典
第
六
編
に
お
お
む
ね
沿
っ
て
い
る
が
、
こ
の
結
び
つ
き
を
生
活

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
負
担
と
な
る
形
で
破
っ
て
い
る
。

遺
族
年
金
の
定
款
は
、
社
会
保
障
法
典
第
六
編
を
模
範
と
し
て
要
件
や
法
律
効
果
が
定
め
て
い
る
が
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
平
等

（902）



ドイツ同性登録パートナーシップをめぐる連邦憲法裁判所判決

429

扱
い
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
定
款
作
成
者
が
「
他
の
規
範
か
ら
一
貫
し
た
体
系
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、
個
別
の
規
定
に
異
な
る
部
分
が
あ

る
場
合
に
は
、
と
り
わ
け
容
易
に
基
本
法
三
条
一
項
違
反
を
思
い
つ
く
。
た
し
か
に
、
体
系
に
反
す
る
例
外
で
の
み
平
等
違
反
を
理
由
づ
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
例
外
に
つ
い
て
、
納
得
の
い
く
理
由
が
求
め
ら
れ
る
。」（R

z. 94

）

年
金
機
構
の
定
款
で
は
次
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
ま
ず
、
年
金
機
構
の
遺
族
年
金
は
、
夫
婦
の
一
方
で
あ
っ
た
受
給
者
が
再
婚
し
た
場

合
に
も
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
創
設
し
た
際
に
も
終
了
す
る
。
そ
の
限
り
で
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
年
金
共
同
体
（Versor-

gungsgem
einschaft

）
と
し
て
、
当
事
者
へ
の
不
利
益
と
な
る
形
で
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
有
利

な
考
慮
は
な
い
。（R

z. 95
）

次
に
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
か
ら
年
金
調
整
が
認
め
ら
れ
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
廃

止
す
れ
ば
、
当
事
者
の
一
方
は
他
方
の
法
律
上
の
年
金
保
険
の
み
な
ら
ず
、
企
業
老
齢
年
金
、
年
金
庁
の
年
金
か
ら
も
利
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
、
年
金
機
構
の
年
金
の
受
給
に
関
し
て
、
生
前
に
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
廃
止
し
た
当
事
者
は
、
遺
族
と
な
っ
た

者
よ
り
も
、
よ
り
よ
い
地
位
に
あ
る
。（R

z. 96
）

二

正
当
化
理
由
の
存
否

以
上
の
よ
う
な
、
判
断
の
基
準
、
前
提
と
な
る
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
定
款
三
八
条
に
お
け
る
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
不
平
等
扱
い
が
正
当
化
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
原
審
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
の
判
断
と
異
な
り
、
料
率
契
約
を
締
結
し
た
労
働
組
合
と
公
的
雇
用
者
の
間
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不

平
等
扱
い
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
料
率
交
渉
で
そ
の
理
由
を
共
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
と
す
る
。
料
率
契
約
で
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
を
不

利
に
扱
う
こ
と
を
二
〇
〇
七
年
の
交
渉
で
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
不
利
益
扱
い
で
合
意
し
た
の
で
は
な
い
。（R

z. 98

）

次
に
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
比
較
か
ら
、
不
平
等
扱
い
を
正
当
化
す
る
理
由
が
存
在
す
る
か
を
、
憲
法
上
の
婚
姻
保
護
と
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生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
（
ⅰ
）
と
（
ⅱ
）
の
理
由
か
ら
検
討
す
る
。

（
ⅰ
）
婚
姻
と
そ
の
保
護
を
単
に
指
し
示
し
た
だ
け
で
は
、
不
平
等
扱
い
の
理
由
付
け
に
は
不
十
分
で
あ
る

基
本
法
六
条
一
項
は
、
婚
姻
と
家
族
に
国
家
秩
序
に
よ
る
特
別
の
保
護
を
与
え
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、「
憲
法

は
婚
姻
の
制
度
を
保
障
す
る
の
み
な
ら
ず
、
私
法
及
び
公
法
に
関
す
る
婚
姻
と
家
族
の
す
べ
て
の
領
域
に
つ
い
て
拘
束
的
な
価
値
判
断
と
し

て
国
家
秩
序
に
よ
る
特
別
の
保
護
を
命
じ
て
い
る
。
婚
姻
を
害
す
る
、
ま
た
は
侵
害
す
る
す
べ
て
の
こ
と
を
行
わ
ず
、
適
切
な
措
置
に
よ
っ

て
婚
姻
を
援
助
す
る
と
い
う
国
家
の
特
別
な
責
務
が
、
保
護
の
任
務
を
十
分
に
行
う
た
め
に
あ
る
。」（R

z. 101

）

他
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
対
し
て
婚
姻
を
優
遇
す
る
こ
と
を
、
立
法
者
は
、
原
則
と
し
て
、
妨
げ
ら
れ
な
い
（
葦
）。
扶
養
、
年
金
、
税
金
に
お
け

る
婚
姻
の
優
遇
は
、
夫
婦
が
人
生
を
共
同
で
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
そ
の
根
拠
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
経
済
的
観
点
に
お
い
て
も
妥
当

し
、
婚
姻
よ
り
も
拘
束
の
少
な
い
カ
ッ
プ
ル
関
係
で
共
同
生
活
す
る
人
よ
り
も
夫
婦
が
離
婚
、
死
亡
解
消
の
場
合
に
有
利
な
地
位
に
あ
る
こ

と
を
正
当
化
す
る
。
特
に
家
族
保
護
と
切
り
離
し
て
考
え
る
場
合
に
は
、
子
が
な
い
婚
姻
で
あ
っ
て
も
婚
姻
を
特
権
化
す
る
こ
と
の
正
当
性

は
、
当
事
者
間
で
継
続
的
に
引
き
受
け
、
法
的
に
拘
束
も
す
る
責
任
に
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
婚
姻
は
異

な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。」（R

z. 102

）

子
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
婚
姻
の
特
権
化
の
理
由
が
あ
る
限
り
で
、
父
母
へ
の
援
助
は
、
家
族
の
基
本
権
保
護
が
目
的
で
あ
っ
て
、
婚
姻
し

て
い
る
父
母
に
制
限
さ
れ
な
い
。（R

z. 103

）

「
婚
姻
し
て
い
る
父
母
の
下
で
子
が
生
育
す
る
た
め
に
婚
姻
締
結
を
促
す
と
い
う
家
族
政
策
上
の
意
図
を
年
金
機
構
の
定
款
作
成
者
が
有

し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
図
は
、
婚
姻
を
行
え
る
カ
ッ
プ
ル
、
つ
ま
り
異
性
愛
者
に
よ
る
非
婚
生
活
共
同
体
に
対
す

る
特
権
化
を
理
由
づ
け
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
同
性
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
比
較
に
お
け
る
特
権
を
理
由
づ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。」（R

z. 104

）
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「
規
定
に
あ
る
生
活
事
実
状
態
と
、
そ
の
規
定
に
よ
り
追
求
さ
れ
る
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
婚
姻
と
比
肩
し
う
る
生
活
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
そ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
へ
の
不
利
益
に
よ
っ
て
婚
姻
の
特
権
化
が
生
じ
て
い
る
な
ら
ば
、
婚
姻
保
護
の
要
請
だ
け
を
理

由
に
し
て
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
婚
姻
よ
り
も
不
利
益
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
、
憲
法
上
の
援
助
へ
の

責
務
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
他
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
対
し
て
婚
姻
に
特
権
的
地
位
を
与
え
る
と
い
う
権
限
か
ら
、
基
本
法
六
条
一
項
で
導

き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
婚
姻
と
の
差
異
が
あ
る
他
の
生
活
共
同
体
を
形
成
し
、
婚
姻
よ
り
も
少
な
い
権
利
を
予
定
す
る
と

い
う
こ
と
を
、
婚
姻
の
特
別
の
保
護
か
ら
導
き
出
す
こ
と
は
、
憲
法
上
理
由
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
単
に
基
本
法
六
条
一
項
に
基
づ
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
に
、
他
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
不
利
益
を
規
定
の
対
象
と
目
的
に
合
わ
せ
て
正
当
化
す
る
特
に

重
要
な
実
際
の
理
由
が
必
要
と
な
る
。」（R

z. 105

）

（
ⅱ
）
企
業
年
金
の
領
域
で
の
不
平
等
扱
い
を
支
持
で
き
る
実
際
の
理
由
が
、
こ
の
年
金
シ
ス
テ
ム
の
目
的
と
具
体
的
な
制
度
形
成
を
考

慮
し
て
も
存
在
せ
ず
、
と
り
わ
け
夫
婦
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
の
生
活
状
況
の
相
違
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

前
記
（
ⅰ
）
の
原
則
に
照
ら
し
て
、「
企
業
遺
族
年
金
で
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
を
考
慮
し
な
い
こ
と
に
は
、
抽
象
的
な
婚
姻
援
助
を
超
え

た
、
実
質
的
な
正
当
化
理
由
を
必
要
と
す
る
。
遺
族
年
金
の
制
度
設
計
で
は
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
同
じ
よ
う
に
生
じ
る
事

実
関
係
を
考
慮
す
る
か
ら
で
あ
る
」。
以
下
（
ａ
）
か
ら
（
ｃ
）
に
み
る
よ
う
に
、
年
金
機
構
の
遺
族
年
金
に
関
し
て
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
を

配
偶
者
よ
り
も
下
に
扱
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
違
い
は
存
在
し
な
い
。（R

z. 106

）

（
ａ
）
遺
族
年
金
の
性
質

ま
ず
、
年
金
機
構
の
付
加
年
金
は
労
働
報
酬
と
し
て
の
性
質
を
有
し
、
そ
の
点
で
婚
姻
し
て
い
る
者
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
う

者
の
間
の
区
別
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（R

z. 107

）

ま
た
、
被
保
険
者
の
家
族
構
成
員
に
よ
る
間
接
的
寄
与
へ
の
報
償
と
い
う
面
で
も
、
夫
婦
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
に
区
別
は
な
い
。
生
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活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
う
被
用
者
が
、
な
ぜ
将
来
の
安
定
し
た
私
生
活
に
有
益
な
労
働
の
質
を
よ
り
少
な
く
し
か
保
障
さ
れ
な
い
の

か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。（R

z. 108

）

（
ｂ
）
扶
養
の
必
要
性

ま
た
、
被
保
険
者
が
死
亡
し
、
そ
れ
に
よ
り
労
働
所
得
ま
た
は
年
金
を
喪
失
す
れ
ば
、
被
保
険
者
が
扶
養
し
て
き
た
遺
族
は
扶
養
を
失
う

こ
と
に
な
る
。
遺
族
年
金
で
は
、
典
型
的
に
、
被
保
険
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
家
族
構
成
員
が
失
う
扶
養
請
求
権
が
そ
の
生
前
に
存
在
し
て
い

た
状
態
に
結
び
つ
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
。（R

z. 109

）

し
か
し
、
こ
の
点
で
も
、
夫
婦
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
に
差
は
な
い
。「
異
な
る
需
要
状
況
（B

edarfssituationen

）
に
よ
る
差
が
許

さ
れ
、
必
要
だ
と
し
て
も
、
被
保
険
者
が
婚
姻
ま
た
は
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
の
か
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、

適
切
で
も
な
い
し
、
必
要
で
も
な
い
。」（R

z. 110

）

婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
も
に
扶
養
義
務
は
同
じ
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
扶
養
義
務
者
の
死
亡
に
よ
る
扶
養
の
必
要
性
は

同
じ
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
具
体
的
な
扶
養
の
必
要
性
は
扶
養
権
利
者
の
個
人
的
状
況
に
か
か
っ
て
お
り
、
遺
族
が
夫
婦
の
一
方
か

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
方
か
に
よ
り
一
般
化
で
き
る
よ
う
な
区
別
は
存
在
し
な
い
。（R

z. 111

）

（
ｃ
）
役
割
分
担

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
夫
婦
で
は
子
の
教
育
が
原
因
で
所
得
活
動
を
中
断
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
年
金
の
必
要
性
で
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
と

異
な
る
と
し
て
、
両
者
を
区
別
し
た
。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
理
由
を
否
定
す
る
。

ま
ず
、
す
べ
て
の
婚
姻
に
子
が
あ
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
婚
姻
が
子
を
つ
く
る
た
め
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
夫
婦
の

一
方
が
職
業
活
動
を
控
え
て
家
事
を
行
う
と
い
う
、「
一
定
の
役
割
分
担
を
婚
姻
で
固
定
化
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
（
芦
）。
こ
れ
が
、
夫
婦
が
同

じ
権
利
で
婚
姻
共
同
生
活
の
方
法
を
定
め
る
基
本
法
六
条
一
項
と
三
条
二
項
か
ら
の
権
利
に
相
応
す
る
。」（R

z. 112

）
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次
に
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て
も
、
一
方
が
主
と
し
て
所
得
活
動
を
、
他
方
が
主
と
し
て
子
の
監
護
を
含
め
た
家
事
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
役
割
分
担
は
否
定
で
き
な
い
と
す
る
。「
子
が
共
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は
、
夫
婦
に
比

べ
る
と
少
数
で
あ
る
が
、
無
視
で
き
る
数
で
も
な
い
」。
婚
姻
と
同
様
に
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
も
、
子
の
監
護
の
た
め
に
職
業
活

動
を
中
断
す
る
、
死
亡
当
事
者
が
扶
養
の
負
担
の
大
部
分
を
負
っ
て
い
た
な
ど
、
年
金
の
必
要
性
が
増
す
共
同
体
関
係
を
形
成
し
て
生
活
す

る
こ
と
も
で
き
る
。「
こ
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
生
存
当
事
者
に
と
っ
て
、
遺
族
年
金
に
お
け
る
婚
姻

と
の
不
平
等
扱
い
は
、
と
り
わ
け
苛
酷
な
も
の
と
な
る
。」（R

z. 113

）

「
子
の
監
護
を
理
由
に
特
別
に
生
じ
る
年
金
需
要
を
推
定
的
に
考
慮
し
て
婚
姻
を
遺
族
年
金
で
優
遇
す
る
こ
と
は
、
正
当
化
さ
れ
な
い
。

家
族
構
成
と
は
別
に
、
子
の
監
護
の
期
間
、
そ
の
他
個
別
の
年
金
需
要
を
具
体
的
に
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
年
金
保
険
法
で
も
、

年
金
機
構
で
も
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」（R

z. 114

）

法
定
年
金
保
険
で
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
、
子
の
監
護
の
た
め
に
所
得
活
動
を
中
断
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
年
金
の
特
別
な
需
要
を

考
慮
し
て
い
る
。（R

z. 115-120

）

遺
族
の
様
々
な
扶
養
需
要
を
考
慮
す
る
法
定
年
金
保
険
の
仕
組
み
は
、
年
金
機
構
の
定
款
の
条
項
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
所
得
活
動
の
具
体
的
な
経
歴
か
ら
み
て
高
い
扶
養
需
要
を
要
す
る
当
事
者
が
、
扶
養
需
要
が
な
い
者
に
比
べ
て
高
い
年
金
給
付
を
受
け
取

る
こ
と
は
、
現
在
で
も
な
さ
れ
て
い
る
」。
こ
れ
は
、
法
定
寡
婦
（
寡
夫
）
年
金
の
み
な
ら
ず
、
法
定
年
金
に
付
加
さ
れ
る
年
金
機
構
の
遺

族
年
金
に
も
妥
当
す
る
。（R

z. 122

）

こ
の
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
年
金
機
構
の
遺
族
年
金
に
つ
い
て
、
当
事
者
が
行
っ
て
い
る
の
が
婚
姻
か
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
で
区
別
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
具
体
的
に
、
遺
族
年
金
受
給
者
が
子
を
監
護
す
る
た
め
に
所
得
活
動
を
中
断
し
て
い
た
の
か
な
ど
か

ら
、
受
給
要
件
、
金
額
な
ど
を
判
断
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
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基
本
法
三
条
一
項
に
反
し
な
い
程
度
で
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
区
別
す
る
こ
と
、
具
体
的
な
扶
養
需
要
を
よ
り
厳
密
に
考

慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
区
別
す
る
こ
と
は
、
料
率
契
約
当
事
者
と
年
金
機
構
の
自
由
裁
量
に
任
せ
て
い
る
。（R

z. 125

）

三

結
論

上
記
の
よ
う
な
考
慮
の
結
果
、
年
金
機
構
の
定
款
三
八
条
は
、
基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
平
等
原
則
に
違
反
し
て
い
る
。
当
該
条
項
は
、

効
力
を
生
じ
な
い
が
、
補
充
的
解
釈
に
よ
っ
て
欠
缺
を
補
充
で
き
る
。
約
款
三
八
条
が
無
効
で
あ
り
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
だ
け
で
は
、
夫

婦
も
遺
族
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
夫
婦
に
適
用
さ
れ
る
遺
族
年
金
の
条
項
に
つ
い
て
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
法
に
年
金
調
整
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
か
ら
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
に
も
適
用
す
る
。
こ
れ

は
、
平
等
違
反
と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
ら
遺
族
年
金
の
対
象
に
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
を
含
め
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
年
金

機
構
と
料
率
契
約
当
事
者
の
仮
定
の
意
思
に
も
相
応
す
る
。（R

z. 124

）

註（
20
）

Fam
R

Z 2005, 1566 [L
S.].

（
21
）
ド
イ
ツ
の
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
松
本
勝
明
『
ド
イ
ツ
社
会
保
障
論
Ⅱ
』
信
山
社
（
二
〇
〇
四
）
を
参
照
。

（
22
）

Fam
R

Z 2007, 805.

（
23
）
欧
州
司
法
裁
判
所
一
九
九
八
年
月
一
七
日
判
決
（R

s C
–249/96–Slg. 1998, I 621 =

 N
JW

 1998, 969

）

さ
ら
に
、
欧
州
司
法
裁
判
所
二
〇
〇
一
年
五
月
三
一
日
判
決
（R

s C
-122/ 99 P

 und C
–125/99 P-, Slg. 2001, I–4319 =

 Fam
R

Z 2001, 
1053

）
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
当
事
者
で
あ
る
公
務
員
に
対
す
る
家
政
手
当
の
不
支
給
が
、
当
事
者
の
性
別
に
基
づ

く
差
別
で
は
な
い
と
し
た
。

（
24
）
前
掲
・
欧
州
司
法
裁
判
所
二
〇
〇
一
年
五
月
三
一
日
判
決
。

（
25
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
七
月
二
四
日K

arner v. A
ustria, no. 40016/98

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
泰
彦
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
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お
け
る
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
保
護
」
東
北
学
院
大
学
論
集
・
法
律
学
六
三
号
一
三
頁
（
二
〇
〇
四
）
を
参
照
。

（
26
）
人
工
生
殖
施
術
の
費
用
補
助
を
夫
婦
に
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、B

VefG
E

 117, 316 ff.
（
27
）
寡
夫
年
金
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
（B

VerfG
E

 39, 169 <
187-195>

）
で
も
、
配
偶
者
を
扶
養
す
る
婚
姻
（Versorgerehe

）
は

現
実
に
お
い
て
特
徴
付
け
ら
れ
な
い
類
型
で
あ
っ
て
、
遺
族
給
付
の
配
分
基
準
と
し
て
役
立
た
な
い
と
し
て
き
た
。

四

お
わ
り
に

（
一
）
判
決
の
対
比

（
ⅰ
）
一
般
平
等
原
則

二
〇
〇
七
年
の
判
決
・
決
定
と
二
〇
〇
九
年
の
決
定
で
は
、
基
本
法
三
条
一
項
の
平
等
原
則
の
扱
い
が
全
く
異
な
る
。
二
〇
〇
七
年
連
邦

憲
法
裁
判
所
決
定
と
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
は
、
本
件
の
問
題
を
一
般
平
等
原
則
で
は
な
く
、
そ
の
特
則
と
み
ら
れ
る
基
本
法
六
条
一
項
の

婚
姻
保
護
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
決
定
で
は
、
そ
の
理
由
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
婚
姻
保
護
の
問
題

と
し
て
捉
え
た
た
め
、
婚
姻
と
婚
姻
以
外
の
関
係
と
の
間
の
境
界
線
を
意
識
し
た
判
断
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
性
的
指
向
か
ら
で
き
る
だ
け
切
り
離
し
て
考
え
る
と
い
う
、
Ｅ
Ｕ
の
一
般
雇
用
均
等
指
令
に
対
す
る
態
度
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
決
定
は
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
制
度
で
は
な
く
、
そ
こ
で
生
活
す

る
当
事
者
の
状
況
を
比
較
し
て
、
平
等
の
問
題
を
と
ら
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
基
本
法
六
条
一
項
に
よ
る
婚
姻
の
保
護
が
、
三
条
一
項
の

平
等
原
則
の
例
外
と
な
り
う
る
こ
と
を
正
面
か
ら
否
定
し
た
の
で
は
な
い
。
単
に
婚
姻
の
保
護
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
平
等
原
則
に

優
先
す
る
に
は
、
具
体
的
な
正
当
化
理
由
を
必
要
と
す
る
。
年
金
制
度
に
お
い
て
婚
姻
制
度
と
の
結
び
つ
き
が
必
然
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

（909）
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た
の
で
あ
ろ
う
。

（
ⅱ
）
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
理
解

連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
七
月
一
七
日
判
決
は
、
次
の
理
由
か
ら
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
は
、
性
別
に
よ
る
差
別
を
禁
止
す

る
基
本
法
三
条
三
項
に
違
反
し
な
い
と
し
て
い
た
（
鯵
）。
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
は
、「
権
利
と
義
務
を
人
の
性
別
に
結
び
つ
け
る
の
で
な

く
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
人
の
結
び
つ
き
の
性
別
の
組
み
合
わ
せ
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
の
結
び
つ
き
に

お
け
る
人
々
に
、
権
利
と
義
務
を
与
え
て
い
る
。
男
女
間
の
二
人
の
関
係
と
い
う
制
限
を
伴
う
婚
姻
が
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
そ
の
性
別
を
理
由

に
差
別
す
る
も
の
で
は
な
い
の
と
同
様
に
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
異
性
カ
ッ
プ
ル
に
そ
の
性
別
を
理
由
に
不
利
益
を
与
え
る
も
の
で

は
な
い
。
男
性
と
女
性
は
常
に
平
等
に
扱
わ
れ
る
。
彼
ら
は
異
性
の
人
と
婚
姻
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
性
の
人
と
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
人
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
同
じ
性
の
人
と
創
設
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
異
性
と
創
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
男
女

カ
ッ
プ
ル
の
共
同
体
に
法
的
な
様
式
（R

echtsform

）
を
立
法
者
が
定
め
る
こ
と
は
、
婚
姻
と
重
複
す
る
可
能
性
（A

ustauschbarkeit

）

が
生
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
男
女
カ
ッ
プ
ル
の
た
め
の
法
的
な
様
式
を
定

め
る
よ
う
に
と
い
う
憲
法
か
ら
の
要
請
も
な
い
」。

基
本
法
三
条
と
六
条
一
項
の
関
係
の
こ
の
理
解
を
い
わ
ば
形
式
的
に
引
き
継
い
だ
の
が
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
判
決
と
、
連
邦

憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
決
定
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
と
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
は
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
性
的
指
向
と
結
び
つ
い
た
も
の

で
は
な
い
と
理
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
同
性
愛
者
の
た
め
の
制
度
で
は
な
く
、
婚
姻
で
き
な
い
カ
ッ
プ
ル
の

た
め
の
制
度
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
平
等
原
則
の
問
題
と
な
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
〇
九
年
判
決
は
、
遺
族
年
金
に
関
し
て
も
は
や
性
別
の
組
み
合
わ
せ
を
基
準
と
は
し
て
い
な
い
。
婚
姻
と
生
活

（910）
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
、
当
事
者
の
性
的
指
向
と
切
り
離
せ
な
い
と
い
う
立
場
を
採
る
。
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
、
同
性
愛
者
の
た
め

の
制
度
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
を
明
確
に
し
た
。

二
〇
〇
二
年
判
決
で
は
、「
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
男
女
カ
ッ
プ
ル
に
対
す
る
不
平
等

扱
い
か
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
紹
介
し
た
事
案
で
は
、「
婚
姻
に
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
対
す
る
不
平
等
扱
い
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
主
客
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
者
と
同
様
に
考
え
よ
う
と

し
た
二
〇
〇
七
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
と
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
に
対
し
て
、
二
〇
〇
九
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
は
そ
の
違
い
を
考
慮

し
て
判
断
し
て
い
る
。
判
断
の
対
象
の
変
化
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
ド
イ
ツ
に
根
付
い
て
き
た
こ
と
を
も
示
す
だ
ろ
う
。

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
決
定
で
は
、
遺
族
年
金
と
の
関
係
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
も
は
や
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
制
度
間

の
対
比
で
は
な
く
、
二
つ
の
家
族
形
態
で
生
活
す
る
人
の
対
比
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
厚
生
年
金
法
三
条
二
項
が
「
配
偶

者
」「
夫
」
及
び
「
妻
」
に
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
者
を
含
め
て
い
る
よ
う
に
、
遺
族
年
金
と
婚
姻
と
の
結
び
つ
き
に
必
然
性
が
な
い

こ
と
に
よ
る
。

（
ⅲ
）
規
定
の
欠
缺
の
有
無

遺
族
年
金
に
関
す
る
判
決
に
お
い
て
、
定
款
作
成
者
の
意
思
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
七
年
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
存
在
を
知
り
な
が
ら
あ
え
て
規
定
し
な
か
っ
た
と
理
解
し
、
そ
の
点
を
強
調
す
る
。
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
の
遺
族
年
金
の
受
給
を
否

定
す
る
意
図
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
か
ら
、
規
定
の
欠
缺
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
〇
九
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
は
、
あ
え
て
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
料
率
契
約
の
妥
結
を
優
先
す

る
状
況
で
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
全
く
反
対
の
理
解
を
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
定
款
作
成
者
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
規
定
の

欠
缺
の
存
在
を
認
め
る
。
こ
こ
で
は
、
定
款
の
内
容
が
憲
法
の
平
等
原
則
に
合
致
す
る
合
理
性
を
有
す
る
た
め
に
補
充
的
な
解
決
を
必
要
と

（911）
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し
た
。
配
偶
者
に
遺
族
年
金
を
給
付
す
る
と
い
う
定
款
は
、
同
じ
く
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
給
付
す
る
と
い
う
内
容
を
と
も
な
っ
て
の
み
、

合
憲
と
な
る
。
定
款
作
成
者
の
意
思
を
無
視
は
し
な
い
も
の
の
、
そ
れ
を
超
え
た
憲
法
に
よ
る
平
等
と
い
う
秩
序
が
前
面
に
出
て
い
る
。

（
二
）
二
〇
〇
九
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
前
後
の
状
況

共
同
縁
組
を
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
も
認
め
る
方
向
で
、
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
所
属
の
チ
プ
リ
ー
ス
法
務
大
臣
が
、
法
律
改
正

へ
進
め
て
い
る
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
前
記
二
〇
〇
九
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
が
下
さ
れ
て
か
ら
公
表
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
二
〇
〇
九

年
九
月
に
は
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
の
ウ
ニ
オ
ン
と
社
会
民
主

党
と
の
大
連
立
が
解
消
さ
れ
た
。
選
挙
前
か
ら
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
そ
の
ま
ま
に
、
ウ
ニ
オ
ン
は
連
立
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
自
由
民
主
党
に
変

え
、
保
守
に
シ
フ
ト
し
た
中
道
右
派
政
権
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
性
愛
者
に
対
す
る
政
策
に
つ
い
て
は
、
以
前
と
変
わ
り

が
な
い
か
、
む
し
ろ
進
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
す
ら
持
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ェ
レ
（G

uido 

W
esterw

elle

）
党
首
（
外
相
）
が
、
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
を
公
言
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
が
同
性
愛
者
に
対
す
る
政
策
を
推
し
進
め
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
務
大
臣
を
務
め
る
Ｆ
Ｄ
Ｐ
出
身
の
ロ
イ
ト
イ
サ
ー–

シ
ュ
ナ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
（Sabine L

eutheusser-

Schnarrenberger

）
は
、
税
法
と
公
務
員
法
に
お
い
て
婚
姻
と
同
様
に
優
遇
す
る
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
改
正
を
検
討
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
（
梓
）。

州
レ
ベ
ル
の
動
向
を
見
る
と
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
を
受
け
て
、
法
律
の
改
正
作
業

が
始
ま
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
で
も
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
左
党
（L

inke

）
の
連
立
合
意
の
中
に
、
州
政
府
の
立
法
管
轄
内
で
生
活
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
婚
姻
と
同
じ
地
位
と
す
る
こ
と
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
圧
）。

バ
イ
エ
ル
ン
州
（
斡
）、

ヘ
ッ
セ
ン
州
（
扱
）で

は
、
公
務
員
法
に
お
い
て
平
等

と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ザ
ク
セ
ン–

ア
ン
ハ
ル
ト
州
で
は
、
公
務
員
の
補
助
金
（B

eihilfe

）
に
つ
い
て
平
等
と

し
た
が
、
遺
族
年
金
と
家
族
手
当
で
は
区
別
し
た
ま
ま
で
あ
る
（
宛
）。

（912）
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（
三
）
日
本
法
へ
の
示
唆

遺
族
年
金
に
お
い
て
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
同
様
に
扱
う
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
を
み
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
も

「
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
者
」
に
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
当
事
者
を
含
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
事
実
上
の
婚
姻
関
係
と
は
、
婚
姻
が
許
さ

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
行
わ
な
い
、
事
実
上
行
え
な
い
内
縁
に
限
ら
れ
な
い
。

最
判
平
成
一
九
年
三
月
八
日
（
民
集
六
一
巻
二
号
五
一
八
頁
）
は
、
近
親
婚
の
禁
止
に
該
当
す
る
叔
父
と
姪
の
内
縁
の
事
案
で
、
遺
族
厚

生
年
金
の
受
給
を
認
め
た
。
同
判
決
は
、
叔
父
と
姪
の
内
縁
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
的
特
性
を
示
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
こ
の
よ
う
な
社
会
的
、
時
代
的
背
景
の
下
に
形
成
さ
れ
た
三
親
等
の
傍
系
血
族
間
の
内
縁
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
形
成
さ
れ
る

に
至
っ
た
経
緯
、
周
囲
や
地
域
社
会
の
受
け
止
め
方
、
共
同
生
活
期
間
の
長
短
、
子
の
有
無
、
夫
婦
生
活
の
安
定
性
等
に
照
ら
し
、
反
倫
理

性
、
反
公
益
性
が
婚
姻
法
秩
序
維
持
等
の
観
点
か
ら
問
題
と
す
る
必
要
が
な
い
程
度
に
著
し
く
低
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
上
記
近
親

者
間
に
お
け
る
婚
姻
を
禁
止
す
べ
き
公
益
的
要
請
よ
り
も
遺
族
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
い
う
法
の
目
的
を
優
先
さ
せ

る
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

同
性
カ
ッ
プ
ル
が
、
近
親
婚
と
対
比
さ
れ
る
ほ
ど
反
倫
理
性
、
反
公
益
性
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
同
性
間
で
の
婚
姻
が
許
さ
れ
な

い
の
は
、
婚
姻
が
本
来
有
し
て
き
た
子
を
産
み
育
て
る
共
同
体
と
し
て
の
典
型
と
の
関
係
で
あ
り
、
倫
理
性
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
判
決
が
示
し
た
理
由
は
、
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
カ
ッ
プ
ル
と
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
比
較

に
お
い
て
、
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
に
お
け
る
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
保
護
は
、
制
度
か
ら

年
金
へ
と
い
う
ド
イ
ツ
と
は
全
く
反
対
に
、
年
金
か
ら
始
ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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註（
28
）
こ
の
訴
訟
で
被
告
で
あ
っ
た
連
邦
政
府
も
同
様
の
主
張
を
し
て
い
た
。
渡
邉
・
前
掲
、
徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要
六
五
号
二
七
頁
。

（
29
）
ド
イ
ツ
連
邦
政
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
二
日
〔
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
検
索
〕、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〈U

R
L

: http://

w
w

w
.bundesregierung.de/nn_1264/C

ontent/D
E

/A
rtikel/2009/11/2009-11-12-leutheusser-bundestag.htm

l

〉

（
30
）

Q
ueer

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
三
〇
日
〔
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
検
索
〕、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〈U

R
L

: http://w
w

w
.queer.de/detail.

php?article_id=
11286

〉

（
31
）

Q
ueer

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
〇
日
〔
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
検
索
〕、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〈U

R
L

: http://w
w

w
.queer.de/detail.

php?article_id=
11346

〉

（
32
）
ヘ
ッ
セ
ン
州
連
合
90
／
緑
の
党

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
一
日

http://w
w

w
.pressrelations.de/new

/standard/dereferrer.cfm
?r=

389893, Q
ueer

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
二
日
〔
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
検
索
〕、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〈U

R
L

:http://w
w

w
.queer.de/detail.

php?article_id=
11352

〉

（
33
）

L
SV

D

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
三
日
〔
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
検
索
〕、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〈U

R
L

:http://typo3.lsvd.de/index.php?id=
1255

〉

本
研
究
の
一
部
は
京
都
産
業
大
学
総
合
研
究
支
援
制
度
（K

yoto Sangyo U
niversity R

esearch G
rants

）
に
よ
る
も
の
で
す
。

追
記

二
〇
〇
九
年
十
二
月
三
日
、
四
日
に
行
わ
れ
た
連
邦
及
び
州
年
金
機
構
の
理
事
会
と
評
議
会
に
お
い
て
、
法
定
年
金
保
険
と
同
様
に
、
年
金
機
構

の
遺
族
年
金
に
お
い
て
も
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
を
夫
婦
と
同
じ
に
扱
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

（914）


